































































Substitutive  entry  of  medical  records,  one  of  the  most  highly  demanded  jobs  to  reduce  the  burden  of  physicians'
clerical  work  called  "medical  record  dictation,"  is  not  yet  prevailed  in  Japan.  In  the  U.S.,  the  medical  record  dictation
has  long  been  widely  prevailed  being  carried  on  by  specialist  personnel  called  "medical  transcriptionists."  This  paper























































































































































































































































































































１．Ability  to  answer  telephones  courteously.
礼儀正しく電話に答える能力








４．Ability  to  maintain  highly  sensitive,
confidential  material.
機密資料を厳重に保管できる能力
５．Ability  to  maintain  logs.  
実施記録を維持できる能力
６．Ability  to  read,  write,  speak,  and  understand
English.
英語によって読み、書き、話すができる能力




８．Ability  to  type  at  50  words  per  minute.
毎分５０の言葉にタイプする能力。
９．Ability  to  understand  ＆ follow  complex
instructions.
複雑な命令を理解し適切な行動ができる能力




11．Knowledge  of  Personal  Computers  and
related  equipment.
パソコンとその周辺機器の操作の知識
12．Knowledge  of  anatomy,  pathophysiology,
current  treatment  methods.
解剖学、病態生理学、今日の治療法の知識
13．Knowledge  of  hospital  and  departmental
procedures  and  Processes.
病院と部門の業務の関係性の知識
14．Knowledge  of  internal  operations  and
workflow  processes.
内部業務の流れに関する知識
15．Knowledge  of  medical  terminology.
医学の専門用語の知識
16．Knowledge  of  standard  office  procedures.
一般事務業務の知識
17．Provides  hospitable  customer  service.
良好な顧客サービスの提供
18．Skill  in  use  of  office  equipment  (ie.
transcriber  and  facsimile)
オフィス機器を使いこなす技術（例えばMT装
置とFAX）
出所：Hawaii  Pacific  Health  Job  Description
（但し、日本語訳は筆者による）
４．まとめ
アメリカにおけるカルテ代行記入の潮流として、
音声録音によるMTは、自動文字化ソフトの高度化
と医師本人の直接入力の増加によって、その役割は
減少しており、近い将来完全に必要なくなるであろ
うとの被インタビュー担当者の共通の意見を得た。
また、グローバルな外注化によって、院内やその地
域で専門職を雇用する必要性はないことも理解でき
た。したがって、日本語の漢字変換の特殊性を克服
する自動文字化ソフトの開発や漢字変換のタイプ時
間の問題が現在では存在するものの、それらは技術
的な精度向上と高速化によって将来的に解決され、
MT人材の養成需要の必要性が薄れ、また、もし、
その必要性があったとしても、日本語による医療教
育を受けた人件費の安価な海外への外注化が主流
（例えば中国人によるディクテーション）となって、
人件費の高い国内における専門職養成の市場競争力
は獲得できないのではと示唆された。しかし、今回
の調査によってER部門で行われていたオンタイム
で医師の治療を目視してカルテに記載するライブ型
MTは、医師が記憶を辿って音声録音する手間もか
からず、その場ですぐに記載事項も確認できるメリ
ットが大きく、医師側のニーズに応えられる新たな
職種として育成、導入ニーズは高いのではと考えら
れ、今回の調査病院でも、増員計画が進められてい
ることからも、我が国の大学、短期大学での養成期
待が示唆された。さらに、その必要スキルについて
は、基本的に①医療用語の知識、②パソコン操作ス
キル、③タイプ速度、④文書能力、⑤治療方法の知
識で、日本の場合と大きく異なるものでなかったが、
調査病院から、職務要件書（Job Description）、お
よび評価票、賃金資料を入手できたので、今後さら
に詳細な分析を進めたいと考える。
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